
契 約 書 別 紙 の 記 入 例 

 

（１）建築物に係る解体工事の場合 ＜表面＞ 

 

 

（※１）分別解体等の方法 

①建築設備・内装材等 

原則として、手作業であること。機械併用の場合は、その理由を記入する。（機械併用の理由として、

工期短縮は法の主旨から認められない。） 

②屋根ふき材 

原則として、手作業であること。機械併用の場合は、その理由を記入する。（機械併用の理由として

は、屋根版の腐敗、トタン屋根のため滑りやすい等作業に危険が伴う場合が該当するが、工期短縮は法

の主旨から認められない。） 

 

 

 

該当する工事の表の上欄のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ

｢□｣にﾁｪｯｸﾏｰｸ｢☑｣を記入する。 

該当する｢作業内容｣欄のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ｢□｣

にﾁｪｯｸﾏｰｸ｢☑｣を記入する。 

※分別解体の有無に関係なく記入必要。

該当する｢分別解体等の方法｣欄のﾁｪｯｸ

ﾎﾞｯｸｽ｢□｣にﾁｪｯｸﾏｰｸ｢☑｣を記入する。 

※分別解体等なので新築(新設)工事の

場合でも記入必要。 

※左欄が｢無｣の場合は記入不要。 

※工事の中に特定建設資材が用いられ

た工作物等の解体、取壊し等の工事が

あれば記入必要。 

※特定建設資材廃棄物の発生量に係わ

らず記入必要。 
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